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「データベース部会」のご紹介

データベース部会リーダ 溝口 則行
ＴＩＳ株式会社

鵜川 徹
株式会社デジタル・ヒュージ・テクノロジー



とは

データベース領域でのオープンソースの更
なる発展促進を図る 2015年6月設立（5年目）

➢ 特定のプロダクトにとらわれず、第三者的な立場で
様々なデータベースの情報を収集し、ユーザ・ベン
ダにフィードバックする機会を提供する。

➢ データベースの垣根を越えたイベント等を開催する

わかりやすく言えば、
いろんなOSSのDBを一緒に勉強しませんか？
…という集まり



➢ DBMSのトレンド https://db-engines.com/en/ranking



➢活動内容

・部会

✓隔月1回程度の部会

・イベント

✓データベース比較セミナ

✓その他オープンセミナ（ハンズオンセミナ）

✓オープンソースカンファレンス(OSC)

・執筆活動
✓gihyo.jpへの連載
（2015年9月～ 今年7月で47回目の連載）



PostgreSQL on Azure超入門MySQL on Azure ハンズオン

第1回オープンソースデータベース比較セミナー
Redis PostgreSQL MySQL

➢活動内容：イベント



➢活動内容：イベント
・DB関連のセミナーを開催

第2回オープンソースデータベース比較セミナー

PostgreSQL MySQL



➢活動内容：イベント
・第３回データベース比較セミナ(4/19開催)

分散コンピューティング部会と共催



オープンソースカンファレンス参加

Facebook



 gihyo.jp の連載
OSSDB 取り取り時報 検索

人気OSSDBの最新情報を連載
・MySQL
・PostgreSQL
・NoSQL

-Cassandra
-MongoDB
-Spark
-Riak



➢ 参加企業と得意DB
 特定非営利活動法人エルピーアイジャパン

 TIS株式会社（部会リーダ）

 株式会社デジタル・ヒュージ・テクノロジー（部会リーダ）

 株式会社日立ソリューションズ

 ユニテックシステム株式会社

 株式会社デジタルシープラーニング

 日本オラクル株式会社

協力企業：

 株式会社INTHEFOREST

 DataStax Inc.

 10X Vision株式会社

 MongoDB Japan



➢2019年度の予定

❖オープンソースカンファレンス(OSC)参加
OSC 2019 .Enterprise, OSC 2020 Osaka 

❖データベース比較セミナー

❖他部会との連携活動

❖今期からは部会内での勉強会・情報交換も

など



➢参加対象

 オープンソースデータベースを活用した
ソリューション、サービスを提供している企業、
技術者

 上記のソリューション、サービスを
活用している、又は興味のあるユーザ
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OSSコンソーシアム東海支部

(株）パドラック 伊藤憲之



OSSコンソーシアム・東海支部について

大阪

東京

東京～大阪のちょうど真ん中。
湖西市・浜松市・豊橋市を中心に活動を行っています。

主な活動拠点

浜松市

湖西市

豊橋市



東海支部について

活動趣旨

「東海地方におけるオープンソースソフトウェアの普及および
利用促進に向けた活動を行う」

この地域で
OSSを積極的

に活用してい
る？

OSSがあるのに
(無駄な)コスト

をかけていない
？

ユーザ側・開発
側、お互いに

OSSって知って
る？

地域におけるＯＳＳへの潜在性の確認と発見。
＆地域ＩＴ意識の活性化を図る。



東海支部について

（１）目的

・東海地方におけるオープンソースソフトウェアの普及
および利用促進に向けた活動を行う

（２）参加対象

・オープンソースソフトウェアに興味のある方

・オープンソースソフトウェアを利用している方

・オープンソースソフトウェアのビジネスを検討している方

・オープンソースソフトウェアの情報交換をしたい方

（３）活動内容

・オープンソースソフトウェア関連セミナーの開催

・オープンソースソフトウェア関連イベント紹介

・オープンソースソフトウェア利用の相談

・「オープン」をキーワードにした地元ITコミュニティの支援

活動概要



東海支部について

（４）活動周期

・2ヶ月に１回程度のミーティングで活動

・MLおよびWeb上での情報交換

（５）メリット＆成果物

・オープンソースソフトウェアについての最新情報の取得

・オープンソースソフトウェアに関する自社サービスなどの宣伝

・「オープン」をキーとした協業の構築

・「オープン」をキーとしたビジネスの発掘

（６）支部長

支部長

・株式会社パドラック代表取締役 杉本等

（７）事務局

・株式会社サイエンス・クリエイト 古川達也

活動概要



東海支部について

5月26日
主催：オープンデータの見える化を目指せ！HTML5でスマートフ
ォンアプリを作ってみよう！～Monacaハンズオンセミナー～

2018年度の活動

アシアル株式会社 岡本雄樹様を講師にお招きして、「Monaca」を使ったスマートフ

ォン開発環境のセットアップから実際にアプリを作成していただくハンズオンセミナ

ーを行いました。



東海支部について

後援：オープンデータ浜名湖 Night 

2018年度の活動

2月24日、12月22日
講師：子ども向け「電子部品を使った実験教室」

子ども向けプログラミング学習の一環として、Scratchを使った電子部品制御の講師を行いまし

た。



起業支援施設スタートアップガレージと連携してOSSセミナ
ーの開催

2019年度の活動

「オープン」を活用した地域でのIT教育への支援

「オープンデータ浜名湖」など地域コミュニティの活動支援

東海支部について



まずはお問い合せください。

tokai-staff@osscons.jp

ミーティングの見学は無料です。

積極的に参加活動していただける

会員を募集！
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OSSコンソーシアム
ビジネス＆教育ソリューション

部会紹介

株式会社オープンソース・ワークショップ

永原 篤



部会活動

•本年度より、ビジネスアプリケーション部会と
教育ICT部会が統合され、ビジネス＆教育ソ
リューション部会として活動いたします。

•統合することにより、ビジネスアプリケーショ
ンを中心とする会員企業と教育関係を中心とす
る会員企業が連携しやすくなることが狙いです。

•それぞれの特徴がでる活動については、ワーキ
ンググループとして活動します。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



部会活動

• OSCやコンソーシアムで行っている無料講師派
遣など、イベントを中心に会員企業のOSSソフ
トウェアを紹介するイベントを増やします。

• OSCでは東京以外へ多く出展の予定、可能なら
前日に別途セミナーなどのイベントを実施する
など、企画を作っていきたいです。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



部会パンフレット

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会

教育ICT部会の時のパンフレットですが、

このような形で、会員企業を紹介する部

会パンフレットを作成しようと思います。



ビジネス＆教育ソリューション部会

教育ICTワーキンググループ
の紹介

株式会社オープンソース・ワークショップ

永原 篤



プログラミング授業

• 2020年度から、学校教育が大きく変わります。
文部科学省が告示する教育課程の基準である
「学習指導要領」が改訂される大きなタイミン
グになります。

•次ページ「学習指導要領」の改定スケジュール

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



学習指導要領改訂スケジュール

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



プログラミング教育

•今回の学習指導要領の改訂では、
「主体的・対話的で深い学び(アクティブ・
ラーニング)」の導入やプログラミング教育の
充実が図られる。
ことになります。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



プログラミング授業

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会

山形新聞 2018年12月25日 荘内日報 2018年12月21日



現在進めているネタ

• micro:bit
• 英国発のシングルボードコンピュータ

• マウスのみのビジュアルプログラミングとJavaScript
の切り替え可能なエディタ

• Pythonエディタもある

• 温度や磁気センサー（方角）を標準装備

• センサーの追加やモーターとの組み合わせで
かなり遊べます。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



micro:bit実演

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会

•温度センサーと条件分岐



micro:bitポイント

•プログラミングを通した論理的思考

•センサーを使うことで、IT仕事への親近感

• OSSプログラマーの育成

•単純にハードウェアを操作するのが楽しい。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



ドローンプログラミング実演

•正三角形を描くScratchプログラミング

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



コード・プログラミング

• PHPでドローン制御

•センサーで値（高さ）を取得可能

•実演

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



プログラムの楽しさ、次世代技術

•取得した高さを表示

•センサーで値を取得

•値を使った条件式

自動運転車、宅配、

ドローン自動車など、

未来につながる

ワクワク感を。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



ビジネスへ

•学校を知り、学校とつながることで、学校向け
ビジネスを作っていきます。

•サービス提供、開発、講師など、いくつかのビ
ジネスが発生すると考えています。

•教育ICTワーキンググループでは、プログラミ
ング授業の内容なども提案できるように活動を
計画しています。

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



ビジネス＆教育ソリューション部会

ビジネスアプリケーション
・ワーキンググループの紹介

株式会社ゼンク 代表取締役 増田 芳憲

株式会社イージフ 取締役副社長 石井 昭紀



活動目標 その１

• アプリケーションの連携の模索
※パッケージづくり
会員が持つアプリケーションの連携を検討する
具体的な事例を作る
それぞれの営業活動に組み込む

主な会員アプリケーション（ソリューション）

マインド MosP（勤怠管理）

イージフ Nemakiware（ファイル共有）

ウェブチップス シラサギ（CMS）

オープンソース・ソリューション・テクノロジ（認証系）

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会



活動目標 その２

•普及活動、営業活動
※代理店探し
ＯＳＣなどのイベント
セミナーなどのＰＲ（地域が望ましい）
地域の情報産業協会とのマッチングイベント

OSSコンソーシアム ビジネス＆教育ソリューション部会
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分散コンピューティング部会

分散コンピューティング部会 リーダー

株式会社ノーチラス・テクノロジーズ

目黒 雄一



◼ 分散コンピューティング部会は、その名の通り、分散コンピューティ
ング技術に関する取り組みを行う部会です

◼ Hadoopやコンテナ技術など、幅広い分野に関する調査やイベン
トなどを行っています

◼ 部会の紹介と合わせて、2018年度の活動実績と2019年度の
活動予定を紹介いたします。

45

はじめに
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分散コンピューティング部会の紹介



◼ 国産OSSでHadoop/Sparkの運用・開発フレームワーク
である「Asakusa Framework」を中心とした部会として
2014年に設立

◼ 分散処理界隈で様々なツールが登場、活用される場面
が増えてきたので、より範囲を拡大して分散処理全体を
対象とした部会へと2017年度よりテーマを拡張

◼ 主な参加企業
◼ アクセンチュア株式会社、KPMGコンサルティング株式会社、新
日鉄住金ソリューションズ株式会社、東芝デジタルソリューショ
ンズ株式会社、株式会社ノーチラス・テクノロジーズ、株式会社
日立ソリューションズ（五十音順）

分散コンピューティング部会の紹介

P.47
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分散コンピューティング関連技術（の一部）

検索/可視化 データーフロー AI/Deep Learning

分散クエリエンジン
カラムナ・フォーマット/
ストレージエンジン

Dockerコンテナ &
スケジューリング

分散バッチ 分散ストリーム
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昨年度の活動成果

P.49



◼ 部会開催

◼ 分散処理をテーマとした最新情報の共有

◼ ゲストを招いて、部会内での勉強会のような取り組みも実施しています

◼ 今期は、新しい分散データベースの開発についても取り上げました

◼ 技術情報及びビジネス情報の情報交換

◼ 勉強会の開催（セミナー形式）

◼ 第二回 大規模OLTPユーザ会
◼ 勉強会のプログラム

◼ 参加者 25名

◼ 勉強会の様子

50

昨年度の活動成果
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【ご参考】 第二回 大規模OLTPユーザ会

◼ 開催概要

◼ 日時：2019年2月8日（金） 13:00〜15:00

◼ 会場：NEC 芝倶楽部 301会議室

◼ 開催内容

◼ OSSとして、大規模OLTPの開発がNEDOの案件に採択され、プロジェ
クトが開始されました。そのプロジェクトの概要と、現在の開発状況、ア
ーキテクチャの紹介などをおこないました。

◼ 今後、OLTPの開発コミュニティと分散コンピューティング部会で連携し
てイベント等を開催していく予定です。
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2019年度の活動

P.52



◼ 活動予定

◼ 部会
◼ 隔月に都内近郊で開催

◼ 技術情報・ビジネス情報の交換、勉強会企画など

◼ 勉強会の開催
◼ 第3回分散コンピューティング勉強会（仮）

◼ その他
◼ 分散コンピューティングの取り組みを持つ方たちとの交流

◼ リーダー
◼ 株式会社ノーチラス･テクノロジーズ 目黒 雄一

◼ 株式会社日立ソリューションズ 才所 秀明
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今年度の活動予定及び体制

一緒に活動して頂ける方は、是非ご連絡を！
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